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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigen = 100ng - Antigen= 10ng

Antigen= 0ng —— Amigen= 100ng

PLAUXYZA mAb (@) £ AT« 7 av bO—JL G5 2FALE Hela@@ign -y o—4
14 MA M) =57,

PLAU Y9 X mAb () £ 2 AT« 7 2> hO—L (75 &AL = HepG2 4N 7 0—
HA MA N =5,

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: PLAUマウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM82824
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、プラスミノーゲンをプラスミンに変換する分泌型セリンプロテアーゼをコードしています。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によってA鎖およびB鎖のポリペプチド鎖を生成します。これらの鎖は、単一のジスルフィド結合を介して会合し、触媒的に不活性な高分子量ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子（HMW-uPA）を形成します。HMW-uPAはさらに触媒的に活性な低分子量ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子（LMW-uPA）へと処理されます。この低分子量型は、ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子受容体に結合しません。この遺伝子の変異は、ケベック血小板疾患および晩発性アルツハイマー病と関連している可能性があります。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によって処理されるアイソフォームをコードします。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PLAU マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PLAU マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

